pHの計算　
まずは基礎知識の確認から。

・[　]とはモル濃度(mol/L)を表す記号。　


[H＋]とは「水素イオン濃度」のこと。


[HCl]とは塩化水素(または塩酸)の濃度のこと。

・酸と塩基の価数は暗記しておくこと。

・電離度とは水に溶かした電解質のとのくらいが電離するかの割合。

　→強酸、強塩基の電離度は1　つまり100％電離する。
・酢酸CH3COOHなど、弱酸の電離度は濃度によって、変化する。

　[CH3COOH]＝0.1(mol/L)で電離度が0.01なら、酢酸分子100個のうち1個だけ電離

　していることになり、[H＋]＝0.1×0.01＝0.001(mol/L)

・pHとは水素イオン濃度[H＋]の少なさを表す量。ピーエイチと読む。
・[H＋]×[OH－]＝10－14　ということが実験で調べてわかっている。　→暗記

・pH＞7だと塩基性。pHが大きいほど、強い塩基性。pHが14以上になることもある。

・pH＝7だと中性。

　pH＜7だと酸性。pHが小さいほど酸性が強い。pHに0やマイナスもある。

・　公式　pH＝－log10[H＋]　(詳しくは数Ⅱの対数関数を学習してから。)
　対数を習うまでは以下を覚えれば大丈夫。

　
[H＋]＝1

＝10－0
→　pH＝0

　
[H＋]＝0.1
＝10－1
→　pH＝1

　
[H＋]＝0.01
＝10－2
→　pH＝2

　
[H＋]＝0.001
＝10－3
→　pH＝3

pH計算のポイント　
・必ず[H＋]を求める。

・塩基性の水溶液では、まず[OH－]を調べ、[H＋]×[OH－]＝10－14から[H＋]を求める。
・酸性の水溶液はどんなに薄めても酸性。塩基性の水溶液をどんなに薄めても塩基性。

　苦い液体をうすめていくと甘くなるとかありえませんから。

練習問題

１　次のそれぞれの水溶液のpHを求めなさい。

(1)　 [H＋]＝0.1　の水溶液。

(2) 　[H＋]＝10－5　の水溶液。

(3)　 [H＋]＝0.01　の水溶液を水で10倍に薄めた水溶液。

(4)　 [OH－]＝0.01　の水溶液。

(5) 　[OH－]＝10－4　の水溶液。

２
(1)　0.01mol/Lの塩酸HClのpHを求めなさい。

(2)　0.05 mol/Lの硫酸H2SO4のpHを求めなさい。
(3)　0.025mol/Lの酢酸CH3COOHの水溶液のpHを求めなさ。

　　ただし、電離度0.04とする。

(4)　0.0005mol/Lの水酸化カルシウムCa(OH)2の水溶液のpHを求めなさい。

１

(1)　pH＝1

(2)　pH＝5

(3)　 [H＋]＝0.01÷10＝0.001(mol/L)なので、pH＝3

(4)　 [H＋]×[OH－]＝10－14　から、[H＋]＝10－14÷0.01＝10－14÷10－2＝10－12　

　　なので、pH＝12
(5)　 [H＋]×[OH－]＝10－14　から、[H＋]＝10－14÷10－4＝10－10　

　　なので、pH＝10
２
(1)　塩酸HClは1価の酸で、強酸（電離度が1）なので
　　[HCl]＝0.01のとき、　[H＋]＝0.01×1価×1＝0.01(mol/L)　　よってpH＝2
(2)　 硫酸H2SO4は2価の酸で、強酸（電離度が1）なので、
　[H2SO4]＝0.05のとき、[H＋]＝0.05×2価×1＝0.1(mol/L)
よって、pH＝1

(3)　酢酸は1価の酸。今回は電離度が0.04なので、

　[H＋]＝0.025×1価×0.04＝0.001＝10－3　


よって、pH＝3

(4)　塩基性の水溶液では、まず[OH－]を求める。

　水酸化カルシウムは2価の塩基で、強塩基(電離度が1)なので、

　[Ca(OH)2]＝0.0005のとき、[OH－]＝0.0005×2価×1＝0.001(mol/L)
　[H＋]×[OH－]＝10－14　から、[H＋]＝10－14÷0.001＝10－14÷10－3＝10－11　でpH＝11
(補足)logの計算について
pHの計算では数Ⅱの対数関数を使わなければ解けない問題もありますが、

化学嫌いになる原因となるので、高1の時点では学校で扱わないでほしいですね。

とは言っても、変にやる気のある教師はlogの計算を覚えさせたりするので、

ここでも、軽く触れておきます。

覚えるのは下の計算だけです。細かいことは数Ⅱのときに勉強して下さい。


ここで、logの右下に10がありますが、気にせず、log10で一つの記号だと思って下さい。

【例題】log102　＝0.30、log103　＝0.48のとき、次のそれぞれの値を求めなさい。
①log106



②　log108
　＝log102＋log103


＝log102＋log102＋log102
　＝0.30＋0.48


＝0.30＋0.30＋0.30
　＝0.78



＝0.90
③log1020


④log100.03

　＝log102＋log1010

＝log103＋log100.01

　＝0.30＋1


＝log103＋log1010－2　
　＝1.30



＝0.48＋(－2)




＝－1.52

⑤－log100.001　


⑥－log100.2

　＝－log1010－3　


＝－(log102＋log100.1)
　＝－(－3)


＝－{0.30＋(－1)}
　＝3



＝－(－0.70)




＝0.7

ここまで理解できれば、logを使ったpH計算も平気です。
log10105　＝5


log1010　＝1


log106　＝　log102 ＋log103








(おまけ)


pHとはp[H+]の省略形。p[OH－]とか、p[K＋]とかもあります。


私のやっている仕事の(p月給)は－5です。と言うこともできます。


私の月給がバレますね。








